
関
西
電
力
が
値
上
げ
申
請
！

値
上
げ
率
は
一
〇
％
超
、

全
国
で
最
高
水
準
の
料
金

関
西
電
力
は
二
〇
一
五
年

四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
電

気
料
金
の
値
上
げ
を
国
に
申

請
し
ま
し
た
。
家
庭
向
け
が

十
・
二
三
％
、
企
業
向
け
は

十
三
・
九
三
％
の
値
上
げ
率

に
な
る
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
う
な
れ
ば
関
西
電
力

の
単
価
は
再
値
上
げ
を
実
施

し
た
北
海
道
電
力
と
並
ん
で

全
国
で
最
も
高
い
水
準
に
な

り
ま
す
。

下
が
り
続
け
る
原
油
価
格

値
上
げ
理
由
の
一
つ
に
関

西
電
力
は
火
力
燃
料
費
等
の

負
担
が
大
幅
に
増
加
し
て
い

る
こ
と
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

関
西
電
力
は
現
行
も
値
上

げ
申
請
時
も
原
油
価
格
を
一

バ
ー
レ
ル
当
た
り
一
〇
五
・

九
ド
ル
で
計
算
し
て
い
る
の

で
す
が
、
原
油
価
格
は
二
〇

一
五
年
一
月
段
階
で
五
〇
ド

ル
近
く
ま
で
下
が
り
、
今
後

も
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
ブ
ー
ム
に

よ
り
従
来
の
よ
う
な
価
格
に

上
が
る
見
通
し
は
な
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
今
、

値
上
げ
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

今
値
上
げ
申
請
し
な
い
と
、

燃
料
費
の
増
大
を
理
由
に
値

上
げ
で
き
な
く
な
る
か
ら
、

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
一
方
で
役
員
報
酬
は

平
均
一
八
〇
〇
万
円

昨
年
も
関
西
電
力
は
電
気

代
を
九
・
七
五
％
値
上
げ
し

ま
し
た
が
、
そ
の
と
き
の
役

員
報
酬
は
平
均
二
千
百
万
円
。

今
回
も
役
員
報
酬
の
減
額
を

発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
額
は

平
均
千
八
百
万
円
で
す
。
自

分
た
ち
は
高
額
の
報
酬
を
受

け
取
り
な
が
ら
、
消
費
者
に

安
易
に
負
担
を
押
し
付
け
る

の
は
許
せ
ま
せ
ん
。

廃
炉
費
用
も
電
気
代
に

関
西
電
力
は
美
浜
原
発
一
・

二
号
機
の
廃
炉
を
検
討
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
廃
炉
費
用

も
電
気
代
に
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
。原

発
を
廃
炉
に
す
る
に
は
、

長
い
年
月
と
三
百
億
～
八
百

億
円
と
巨
額
の
費
用
が
か
か

る
た
め
、
電
気
事
業
法
で
電

力
会
社
は
毎
年
、
四
〇
年
間
、
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( ９ )

電
気
代
値
上
げ
反
対
！

消
費
者
に
し
わ
寄
せ
す
る
な
！

原
油
価
格
の
推
移

（
２
０
０
５
年
～
２
０
１
５
年
）

ヤ
フ
ー
ニ
ュ
ー
ス
１
月
16
日
付



費
用
を
積
み
立
て
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
日
本
原
電
敦
賀

一
号
機
や
関
西
電
力
美
浜
一

号
機
は
既
に
運
転
期
間
が
四

〇
年
を
超
え
て
い
る
の
に
、

積
立
額
は
敦
賀
一
号
機
は
三

九
億
、
美
浜
一
号
機
は
九
三

億
円
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

七
月
に
四
〇
年
を
迎
え
る
美

浜
二
号
機
も
六
六
億
円
が
不

足
し
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
は
二
七
年
間
で

積
み
立
て
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
の
を
電
力
会
社
の
負
担

軽
減
の
た
め
に
四
〇
年
に
延

長
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り

な
が
ら
、
ま
だ
不
足
し
て
い

る
の
で
す
。

そ
れ
な
の
に
、
そ
の
間
も

高
額
の
役
員
報
酬
が
支
払
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

ち
な
み
に
二
〇
十
二
年
三

月
期
は
平
均
三
七
二
五
万
円
、

東
電
福
島
原
発
事
故
の
年
で

あ
る
二
〇
十
一
年
は
、
平
均

四
六
一
六
万
円
、
二
〇
一
〇

年
は
平
均
三
七
七
三
万
円
で

し
た
。

赤
字
の
原
因
は

原
発
依
存
の
経
営
姿
勢
！

稼
働
し
て
い
な
い
原
発
の

維
持
費
二
六
六
五
億
円
、
再

稼
働
の
た
め
の
工
事
費
五
七

六
億
円
、
日
本
原
電
や
北
陸

電
力
へ
の
「
受
電
な
き
電
力

購
入
費
」
約
四
百
億
円
、
合

計
三
六
〇
〇
億
円
。
こ
の
無

駄
を
な
く
せ
！

ア
ー
ト
・
ア
ド
分
会

Ｎ
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( １０ )

2015春闘に向けて

港合同春闘学習会

■日時 2月20日（金）18：00～

■場所 田中機械ホール

■講師 要宏輝氏

（大阪府労働委員会元労働者委員）

■港合同組合員 全員参加

労働組合の最も重要な闘いの一つで

ある「春闘」。闘いこそが労働者を鍛

えます。港合同も一丸となってしっか

り取り組んでいくために学習しよう！

日朝国交正常化の早期実現を求め

る市民連帯・大阪

結成9周年のつどい

■日時 2月27日（金）18：30～

■場所 エルおおさか708

■講演「解放と分断の70年ー

日本にとっての日朝正常化の意義」

■講師 康宗憲（韓国問題研究所所長）
カ ン ジ ョ ン ホ ン

激動する朝鮮半島の情勢分析に基づ

いた、日朝国交正常化への展望につい

てお話を聞きます。


